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未来創造型教育
～ 総合的な学習の時間を軸としたカリキュラムの展開 ～
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１ ふたば未来学園の概要

○ ふたば未来学園の概要

福島第一原子力発電所事故によって、一時は全町村に避難指示等が
出された地元双葉郡の教育長が中心となり、県・国・大学等と協議し、
県立中高一貫校の設置を柱とする「福島県双葉郡教育復興ビジョン」を
決定したことを背景として、平成２７年４月に開校。

震災と原発事故という、人類が経験したことがないような過酷な複合災
害によって、解決困難な様々な課題に直面したことを踏まえ、建学の精
神を「変革者たれ」 とし、「解のない課題」を乗り越える力を身に付ける

ことを目指して、徹底的なアクティブ・ラーニングをカリキュラムの中核
に位置付けている。

総合学科として、主に大学進学に対応した科目を選択する「アカデミッ
ク系列」、農業、商業、福祉に関する科目を選択する「スペシャリスト系
列」、スポーツ科目を選択する「トップアスリート系列」を置く。

現在は連携型中高一貫校として、双葉郡８町村の全中学校と連携して
いる。平成３１年度には併設中学校を開校する。

○ 双葉高校（いわき市）
○ 浪江高校（二本松市）
○ 浪江高校津島校（本宮市）
○ 双葉翔陽高校（いわき市）
○ 富岡高校（いわき市、福島市、

猪苗代町、静岡県）

○ ふたば未来学園

※ カッコ内は現在の移転先（サテライト高校として開校）

H28年度で
休校

H27年度開校

○ 双葉郡内の高校の状況
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浪江高校津島校

浪江高校

○ 生徒の出身地（Ｈ２７入学生１５２名）

８０％の生徒が原発事故による避難
で県内外に離散した双葉郡出身。

避難で転校を繰り返し、大きな喪失
経験の中、力を発揮できずにいたり
心のケアが必要な生徒もいたりする
など、家庭環境の変化も含め厳しい
状況にある。

一方で、ふるさとの地で、友と共に
再出発し、見通しの見えない地域復
興を担おうとする意欲をもつ生徒が
多い。

Victory及びJFAアカデミーは、震災前より「双葉地区教育構想」に基づき、富岡高校を中
心として実施されていた、バドミントン及びサッカーの人材育成の取り組み

大熊町



２ ふたば未来学園で育てたい力（人材育成要件・ルーブリック）
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7 July 2015 Ver.

全教員でルーブリックを設定。学校をあげて取り組むために自分たちの視点・言葉で定義することを重視した欠かせない出発点。
指導の重点の設定、授業の展開、学習評価、学校評価等をルーブリックと関連づけながら展開することを目指している。



３ 現在の取り組み状況

○ 地域の復興の課題を見つめる
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１学年前期の探究の単元で、生徒たちは７名のグループに分かれ、町役場、商店、東京電力等を訪ね、地
域の現状を調査し、復興に向けて地域が抱えている課題を分析し、台本という形で整理して演劇で表現。

演劇制作のポイントは、「立場や考え方の違いによる難しい課題をそのまま表現する」こと、そして「全国や
世界の人に福島の課題を理解してもらえる、共感してもらえる部分を見つけ出し、広げていく表現をする」こ
と。３０時間弱の授業時間、生徒たちは悩みぬきながら表現を創り上げた。多面的に復興の課題を見つめ、
自らの言葉で語ることは、今後の学習の土台。

２・３年次の探究では「原子力災害から復興街づくり」や「再生可能エネルギーを生かした街づくり」「風評・風
化に立ち向かうメディア制作」等、生徒自ら復興のプロジェクトに取り組んでいく。

○ 海外研修・世界への発信
１学年の代表が夏期休業中に、チェルノブイリ原発事故の被害を受けたベラルーシを訪問し、前述演劇を英
訳して演じた。また、地元広野町で行われた国際フォーラムに登壇し、海外研究者や地域の方々に向けて、
演劇を披露するとともに地域の復興に向けた意見交換を行った。

１月にはタイとドイツを訪問し、再生可能エネルギーを生かした持続可能な街づくりをつぶさに視察したほか、
現地の大学生に双葉郡の現状と自分たちが目指す復興の方向性をプレゼンテーションし、交流した。
（ＳＧＨとしての取組）

海外からの来校者も多く、夏にはジーナ・マッカーシー米国環境保護庁長官を迎え、意見交換を行った。

○ 全国の地方創生先進事例からの学び

ＯＥＣＤ東北スクールの後継事業である「地方創世イノベーションスクー
ル２０３０」への参加、島根県海士町の隠岐島前高校生を迎えての交流

○ 各教科でのアクティブ・ラーニング

授業では頻繁にＩＣＴを活用。ワールドカフェ方式の数学、即興演劇を取
り入れた英語等、各教科で積極的にアクティブ・ラーニングを展開



３ 「総合的な学習の時間」の探究を軸とした、カリキュラム・マネジメント

○ 汎用的能力に高めるための
カリキュラム全体の軸となる総合学習
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教科学習

総合学習
等

１年次 【２単位】 ２年次 【２単位】

探究 ③

個別の知識・
技能

思考力・判断力・
表現力等

主体性・多様性・
協働性

学びに向かう力
人間性 など

各教科等の本質に根ざした見方・考え方

探究 ① 探究 ②

３年次 【３単位】

ルーブリックで定義した様々な力の育成
（実社会の様々な場面で活用できる汎用的能力に高めていく）

* 「産業社会と人間」

*

各教科で培われた
知識・技能を生かす

各教科の学びを
下支え

【教員】
ポートフォリオ等を

参考に
観点別に評価

【生徒】
半年ごとに

成長を自己評価

取り組み全体
を振り返り

ルーブリックの
妥当性も検討

ルーブリックで定義された資質能力は、各教科の学習のみで培
われる知識・技能には収まらない、実社会の様々な場面で活用
できる汎用的な能力。ОECD東北スクールの成果※を踏まえる

と、これは実社会における横断的・総合的な問題解決に主体的
に取り組み、様々な挑戦や失敗の経験も積まなければ身に付
かない。

カリキュラム全体で汎用的能力に高めていくための軸となる時
間として、総合学習等の合計７単位を位置づけ。卒業までの３
年間で３回の探究のプロセスを経験する。

○ 総合学習での探究と
各教科のつながりを意図的に設定

いずれの探究においても、課題の発見・解決に向けた主体的・
協働的なアクティブ・ラーニングを徹底的に実践。この中で、各教
科で身に付いた、ものの見方・考え方、知識・技能、思考力・判
断力・表現力、主体性・多様性・協働性、学びに向かう力や人間
性などが発揮され、汎用的な能力に高まっていくことを目指す。

逆に、カリキュラムの軸となる探究があるからこそ、各教科の学
習の意欲が喚起され、各教科の学習活動が確かに下支えされ
ていく。また、内容面に関する知識も、各教科において発展的に
学習し、深められていく。

総合的な学習の時間におけるアクティブ・ラーニングと各教科の
つながりを意図的に生み出すことで、各教科の学習も表面的な
知識や技能の習得にとどまらない、アクティブ・ラーニングによる
より深い学習となる相互作用を期待。

全教員で意識を統一するルーブリックの設定を起点にしつつ、
総合学習を軸としたカリキュラム・マネジメントを土台として、
学校全体で取り組む構造が重要。

ふたば未来学園におけるカリキュラム・マネジメント

ＯＥＣＤ東北スクールの成果を分析すると、実社会での実践が生徒の大きな成長へとつながったことを表している。
ルーブリック評価における 「成長要因」の生徒の自己評価上位回答は下記の通り。
１．他地域の生徒との交流（71%） ２．異学年の生徒との交流(56%) ３．地域の将来・未来に対する議論・活動(54%)
４．企業・団体への訪問・プレゼン ５．引率教員との交流 ６．企業等の支援者との交流
７．講師・有識者との交流 ８．地域コミュニティとの交流 ９．役割に対する責任 10．大人・子供対等での議論

※

ルーブリックを
起点に

カリキュラムを
構築


